
お客様とともに
竹田ｉＰグループは、竹田ｉＰホールディングスの前身にあたる竹田印刷の創業以来、一貫して真心込めたきめ細かいサービス
を信条としており、誠実を尊ぶ文化があります。
グループ全体が心ある誠実な企業風土を持ち、常にお客様に寄り添うサービスを提供し続けたいと考えています。

お客様のパートナー企業をめざして� 17.17

■	竹田印刷（株）
2023年11月８日～10日に、ポートメッセなごやにてメッセナゴヤ2023が開催され

ました。出展分野の一つである「デジタル化（DX、AI、IoT）の提案」に合わせて、今年は
TS-BASEシリーズから、受発注システム「TS-BASE 受発注」とロジスティクスサービス
「TS-BASE 物流」に関するブースを展開しました。来場者の方に実際に操作していた
だきながら、これらのサービスを体感していただきました。

TS-BASE 受発注について、詳しくはホームページをご覧ください。
https://ts-base.jp/

Topic　
ブース壁面に実際の物流現場の作業風景をイラスト化して掲載し、ビジュアル的にイメージを訴
求。また、壁面のイラストをはじめブースデザインにアール・ブリュット※１作品を活用することで、
TS-BASE小牧1で開始している障がい者雇用や、竹田印刷のアート雇用※２についてもアピー
ルしました。
※1 アール・ブリュット：加工されていない生（き）の芸術。障がい者アートとも呼ばれる。
※２  アート雇用：在宅または作業所に通っている方が、自宅で創作活動を行う条件で会社と雇用契約を結び、

月に１回程度業務内容を報告するという、変則的な在宅勤務の雇用形態。愛知県障害福祉課と愛知労働
局、ハローワークが共同して、全国に先駆けて進めている取り組み。

■	（株）光文堂
2024年1月25日・26日

に、ポートメッセなごやにて
第60回新春機材展が開催さ
れました。60回記念という
ことで、出展社数150社・
380小間と過去最大規模で
の開催となりました。今回は「Challenging2024～繋ぐ
～」をテーマに、厳しい環境変化への「Challenging」を続
け未来へと「繋ぐ」ことの重要性を主眼に置いた展示会を開
催。光文堂のブースでは、「KBDリンクリンク」※３など、時代
を見据えた最新鋭システムが展示されました。
※３  KBDリンクリンク：カタログやタウン誌などの紙媒体への掲載用として作成したPDF

を、そのままWEBページにアップした際に、スマートフォンに表示されたPDF上の二次
元コードをタップすると、そのまま該当のWEBサイトに遷移することができるというシス
テム。

2023年10月12日・13日に、第47回最新製本省力化機
材展が光文堂のテクニカルステーションにて開催され、17の
メーカーによる、実演を交えた製本・紙加工機器の展示を行
いました。また富士フイルムグラフィックソリューションズ(株)
様より講師をお招きし、アフターコロナで再び需要が増えた

地域振興券やクーポン等へ
の活用が期待される、偽造防
止印刷についてセミナーを実
施。セミナーとともに今年度
も大盛況となりました。

■	（株）プロセス・ラボ・ミクロン
電子機器や自動車を製造

する上で欠かすことができ
ない、電子部品実装技術の
総合展示会であるJISSO 
PROTEC（第24回実装プ
ロセステクノロジー展）が
2023年5月31日～6月2日に開催され、実装関連分野とし
て出展しました。今回は主要製品であるメタルマスクを展示
しました。4年ぶりの現地開催ということで、お客様に幅広く
知っていただくことをテーマとし、定番商品から新商品まで
幅広く展開しました。中国からいらっしゃったお客様にもブー
スに足を運んでいただき、商品を知っていただくことができ
ました。

（左）物流の作業工程を障がい者アーティストがイラスト化
（右） 当社所属のフォントデザイナー 伊山英吾さんのフォントデザイ

ンを活用した名刺（竹紙を使用）
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労働安全
当社グループでは、社員の安全と健康に配慮し、労働災害の防止や心身の健康の維持増進に努めています。会社・労働組合から
選出の委員、産業医で構成される｢安全衛生委員会｣を設置し、職場環境の改善・整備や労働災害の防止活動、通勤災害撲滅活動
を行っています。

安全衛生に対する基本的な考え方� 3.4 3.6 3.a 5.c 8.8 16.1

安全衛生管理体制
竹田ｉＰホールディングスおよび竹田印刷では、労使の代表者による「安全衛生委員会」を毎月開催し、安全衛生活動などの報
告・審議を行っています。決議事項は社内イントラなどを活用して社員に周知しています。
日栄印刷紙工では安全会議を月に1回実施しており、外部の環境衛生コ

ンサルタントに５Sパトロールを依頼して、指摘事項を含めた報告を受けて
います。また、外部の環境衛生コンサルタントの指導のもと、建物の１F・３F
の作業エリアを中心に歩行昆虫・飛翔昆虫のトラップ配置図を作成してお
り、前月の結果報告をもとに、対策、処置を行っています。

労使協調による課題の解決
竹田印刷と竹田印刷労働組合は、相互の理解と信頼に基づき健全で良好な労使関係を構築しています。互いの立場を尊重しな

がら、労使協議会、安全衛生委員会などを定期的に開催し、経営諸課題や労働条件に関する率直な意見交換を行っています。

安全衛生への取り組み� 4.4 8.8

作業環境の管理
騒音、有機溶剤などの作業環境を定期的に測定し、職場の
環境基準を管理しています。特に騒音が発生する職場では、
耳栓など保護具の着用を徹底しています。

機械・設備の安全対策
機械による災害は、機械とそれを操作している作業者など

が関連して発生します。危険領域には安全装置を設置し、定
期的な検査およびメンテナンスを行うことでリスク低減対策
を実施しています。

消防点検の実施
専門業者による消防設備の点検を年2回実施し、点検結果

を定期的に消防署へ報告するとともに、不具合を改善するこ
とで緊急事態発生への対応を図っています。

AED講習会を実施
日栄印刷紙工では専門家

の指導のもと、AEDのデモ機
と訓練用人形を用いたAED
講習会が行われました。緊急
時にAEDを使用した一次救
命処置が正しく実施できるよ
う、心肺蘇生とAEDの使用手順について学びました。

化学薬品教育の実施
プロセス・ラボ・ミクロンでは、半導体関連製品の作製時に
使用される化学薬品について、各部署にて上長による教育が
行われ、知識を平準化するとともに作業時の安全性を高めて
います。

交通安全への取り組み� 3.6

竹田印刷では、通勤・出張・外出時の交通災害発生防止の徹底を図ることを目的に安全衛生委員会において情報を共有し、現
場の意見を反映させながら交通安全活動に取り組んでいます。またアルコールチェックの義務化に伴い、アルコール検知器を使用
して運転前後の運転者の酒気帯びの有無を確認し、結果を日誌に記録・保管しています。

事故防止対策
光文堂では、外部サービスを活用し、各営業車に通信機能付きドライブレコーダーを取り付けて走行データ分析を実施し、事故
防止活動を実施しています。毎週、前週の運転状況に関する個々の診断結果が送付され、社内の得点ランキングが共有される仕組
みとなっています。また診断結果にて、全国平均点との差や危険挙動の内容・回数等が分かるため、社員の運転傾向を分析するこ
とができます。

竹田ｉＰグループ労働安全衛生方針（項目のみ抜粋）

１．適用法令の遵守 ４．心身の健康保持増進

２．継続的改善 ５．教育

３．リスクアセスメント ６．コミュニケーション

詳しくは当社ホームページをご覧ください。
https://www.takedaip-hd.co.jp/sustainability/occupational_health_safety_policy/

社会活動
ISO26000�/�6.3人権・6.4労働慣行

人権・労働慣行
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ISO9001認証取得� 12.5

竹田印刷（株）
竹田ｉＰホールディングス（株） 日栄印刷紙工（株） 竹田東京プロセスサービス（株） （株）プロセス・ラボ・ミクロン

認証取得日 1999年11月15日 2015年11月2日 1999年12月1日 2000年6月26日

認証登録番号 07965-A 12915-A 09146

品質に関する基本的な考え方� 12.5

竹田印刷ではISOの3つの規格9001（品質）、14001（環境）、27001（情報セキュリティ）および
JIS Q15001（個人情報保護）のマネジメントシステムを統括して、TMS（竹田マネジメントシステム）と
して運用しています。品質に関しては、ISO9001に基づいて品質保証体制を整備し、品質管理に万全を期
しています。さらに、品質の向上を図るため継続的な改善を行い、常に信頼される製品を提供することによ
り、お客様の繁栄に貢献したいと考えています。

品質不適合発生時の対応
品質不適合発生の際には「不適合及び緊急事態対応管理規定」に基づき①事実調査 ②原因の究明 ③影響範囲の特定 ④お客

様への報告を行います。そして「是正処置規定」に基づき、不適合の再発防止や原因を除去するための是正処置を行い、また是正
処置の実施状況を3ヶ月後にフォローアップすることで、効果の確認をしています。

品質教育・品質会議
竹田印刷では、新入社員を対象にした基礎的な品質教育をはじめ、TMS

（竹田マネジメントシステム）の年間教育計画に基づいた品質教育を行って
います。また竹田東京プロセスサービスでは、QCサークル活動を通した品質
意識の向上や品質教育を継続することで、品質第一の風土の構築と維持に
努めています。

経営者が参加している品質会議では、品質トラブルの事例を全社に展開
し、組織全体の品質意識の向上につなげるとともに、過去の不具合事例を
データベース化して再発防止に活用しています。

品質向上への取り組み� 9.4 12.5

■	竹田印刷（株）　～ロジスティクス部門～
受発注および倉庫管理システム

お客様の商品や販促物のロジスティクスを受託する際に利用する受発注管理システム「TS-BASE 受発注」を自社開発していま
す。受発注や出荷指示、倉庫内の各種業務の生産性と安定性を向上させています。OCR機能付きのハンディターミナルを用いて
セキュアな案件にも対応しています。
コールセンターシステム�（CTI）

スポット的な事務局需要にも柔軟に対応でき、お客様が通話を待っている待ち呼や切断された放棄呼のデータ収集や通話録音
により、応対品質改善につなげています。

また東京本部・日本橋にも同様のシステムを導入し、かつ連携することでさらに柔軟な対応が可能となりました。
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■	竹田東京プロセスサービス（株）
印刷実験を実施

スクリーンマスクは基本的にオーダーメイドとなるため、お客様の
要望に応えるための新商品開発を常に行っています。北陸センター
にある技術棟には印刷室と実験室があり、印刷の再現性について可
能性を探るなど、お客様と試行錯誤しながら、月に2～3件ほど様々
な試作品の作製や実験が行われています。

QC工程表を用いた品質管理
半導体関連マスク製品は、電子部品の一部として使用されるため

高い精度が求められます。そのため全数検査により不良品・異常品
を取り除き、品質保証に努めています。またQC工程表を作成し、工
程に問題が発生した際には改善を行い、一定の品質基準を保つよう
にしています。

■	日栄印刷紙工（株）
厳しい品質チェックを実施

日栄印刷紙工では、多様化する顧客ニーズと厳しい品質基準に対
応した化粧箱などのパッケージ、各種表示ラベルなどを製造・販売し
ています。製品によっては全数検査を行っており、ブランクス検査機
を使用して、内容により“ハード/ミディアム/ノーマル/イージー”等の
検査モードを使い分けながら検査を実施しています。医薬品や化粧
品のパッケージは特に厳しく検査をしており、バーコードが読み込め
るかどうか、成分がきちんと読めるかどうかなど、限定箇所を厳しく
検査しています。

■	（株）プロセス・ラボ・ミクロン
ISO対象製品を開発

プロセス・ラボ・ミクロンでは、品質向上に向けて様々なISO対象製品を開発しています。
HGPTMメタルマスクの開発

電子回路基板にはんだペーストを印刷するために、メタルマスクを
設置してペーストを流し込む際、マスクの開口部（すきま）からペース
トが裏回りしないようにするために、開口部のへりの鋭角度をシャー
プにした製品です。電子回路基板に連続印刷する際、ペーストの滲み
出し防止に強い効果を発揮します。

SHGTMメタルマスクの開発
マスク開口部の壁面を平滑化、また開口部のへりの鋭角度をシャープにすることで、マスクを引

き上げた際にペーストが開口部壁面に残ることを防ぎ、かつペーストが裏回りしないようにするこ
とで、連続印刷時の仕上がりにばらつきが出ないようにした製品です。

北陸センター 技術棟 印刷実験室

例：フォトマスク　作製工程（概略）
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同じ紙面の中で検査モードを使い分けることができ、また不良の内容や大
きさがわかるようになっています。（検査条件は、お客様が希望される品
質により異なります）

マスクの印刷方法 マスクの開口部
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